
                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

こうちこどもファンドの助成を受けて「久重を元気
にしたい」と小･中・高生の子どもたちが久重地域をフ
ィールドに数年間活動してきました。 

里山体験を通して気づいた意識の変革や新たな里山
の魅力、久重の策定会議に参画した内容、地域の方との
交流、今後自分が久重とどう関わっていきたいか…次
代を担う子どもたちの生の声を発信した 3月 21日の両
審査会。自信を持って発言する子どもたちの姿と地域
の包容力が重なる、久重地域にねうちを価値づけてい
ただいた会となりました。両会ともに久重 natural チ
ームにとってうれしく心動かされる審査会でありまし
た。 
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３
月
21

日
、
市
内
二

会
場
で
審
査
会
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。 

一
つ
は
「
令
和
三
年

度 

こ
う
ち
こ
ど
も
フ

ァ
ン
ド
活
動
発
表
会
」
。

も
う
一
つ
は
「
ふ
る
さ

と
の
い
の
ち
を
つ
な
ぐ

プ
ラ
ン
大
賞
（
え
こ
ら

ぼ
）
」
。 

久
重
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ

ー
ム
は
，
両
方
の
審
査

会
で
，「
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
賞
」
と
「
こ
う

ち
プ
ラ
ン
大
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。(

＝
詳
細

４
面) 

 

三
月
二
三
日
、
久
重
小
学
校
で
は
、
六
年
生
が
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
三
月
二
六
日
は
、
久
重
保
育
園
の
卒
園

式
。
心
豊
か
な
子
に
と
学
校
・
保
育
園
の
先
生
、
地
域
の
方
、
家
族…

多
く
の
方
々
の
深
い
愛
を
受
け
て
成
長
し
ま
し
た
。 

今
年
は
久
重
地
域
の
二
カ
所
の
掲
示
板(

小
坂
峠
、
小
学
校
前)

に
卒
園･

卒
業
を
地
域
で
お
祝
い
し
よ
う
と
気
持
ち
を
込
め
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
，
卒
業
生
に
は
心
か
ら
の
花
束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
里
山
の
あ
ち
こ
ち
の
桜
の

木
々
が
花
開
き
ま
し
た
。
大
き
く
翔
び
立
つ
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
で
応
援
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。 

 

審査会でW受賞 
久重 natural 
チ ー ム 

ベスト 
パフォーマ

ンス賞 
ベスト 
ピカッと 
賞 

久重naturalチーム
きゅうじゅう ナチュラル

こうち 
プラン 
大賞 

高知県環境活動支援センターえこらぼが主催する「令和 3 年度ふるさとのいのちをつなぐ こうちプラン大賞」の
記念すべき第 1回の「こうちプラン大賞」を受賞しました       久重の活動は、生物多様性の基準、①波及性②共感性
③創造性④地域性⑤協働性⑥将来性…6つの視点全てにおいて優れていると判断された評価でした。 

 

知事表彰 

【高知県環境活動支援センターえこらぼ Facebookより一部抜粋】 

里山保全の取り組みで地域の魅力を発信し、ずっと住み続けられる、大人になって地域の外へ出ても、また戻って

こられる持続可能な里山を目指して活動する子どもたちのグループです。「ふるさとのいのちをつなぐこうちプラ

ン」生物多様性こうち戦略が目指す将来イメージと重なる、希望を感じるすてきな取り組みを発表してくれまし

た。久重 naturalチームのみなさん、おめでとうございました  

～こうちこどもファンドの 2022年度の活動に参加しませんか！～ 

久重小学校に通う子どもたち、久重地域に住みながら他校に通う子どもたち、保護者、

中学生、高校生、地域のサポーター…活動希望の方は下記の連絡先にお電話ください。 

【本活動を通して…】 

・異学年交流で支え・認め合うなかまづくりを経験します。 

・先人がつないできた久重の里山の環境を、体験を通して感じ・考える力を養います。 

・発表会に参加したり、活動の感想を発言したり、人前で話す経験をします。 

連絡先 ・・・ 090-4978-5248 （武林由希子） 

高知市主催「令和 3年度こうちこどもファンド活動発表会」において、「ベストパフォーマンス賞(発表に対し一番
多くの支持を獲得)」、「ベストピカッと賞(よりよい地域づくりのために輝かしい活動をしたと認められた賞)」を受賞
しました       

 

【こうちこどもファンドの活動発表会における講評より】 

久重 natural チームは子どもと地域が一体になってつながっている。こどもファンドのめざす、

地域活動の模範的な活動である，里山という環境を子どもと地域といっしょに行っているのがすば

らしい。地域の行う大人の計画(策定会議)のなかに子どもの意見が反映されていて、子どもの声が大

人を動かす、地域を動かす…という今までにない視点（取り組み）が評価されて受賞となりました。 

【編集後記】○2021 年度もコロ

ナでイベントができず消化不良

のまま過ぎ去ろうとしていま

す。○…そんななかで取り組ん

だオレンジポスト。住民の声が

しだいに地域に届き始めたこと

に喜びを感じています。○…子

どもたちの活躍も感激です。ま

ちづくり計画への参画やファン

ドでの受賞など地域の主役とし

てりっぱに成長してきたことを

実感しています。（リン） 

 

（１） （４） 



                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１  
 高知市は，高齢者人口の増加に伴い，市政の重要

課題として「高知市型共生社会」の実現に取り組ん

でいます。 

 高知市の中でも急ピッチで高齢化のすすむ久重

地域でも共生社会（誰もが地域で役割を持ち，生き

生きと暮らしていける支え合いの社会）をめざした

取組の推進が重要になっており，里山の特徴を踏ま

えた「久重型」共生社会づくりにさらに力を入れて

取り組んでいかなければならないと考えています。 

２
月
の
ポ
ス
ト
に

猫
へ
の
苦
情
（
フ
ン
、

菜
園
荒
ら
し
な
ど
）
が

投
稿
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 保

健
所
発
行
の
パ

ン
フ
を
見
て
み
ま
し

た
。
以
下
の
概
要
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
内
容
を
読
む
限

り
、
つ
な
ぎ
先
も
な

く
、
か
と
い
っ
て
地
域

で
の
具
体
的
な
対
応

も
困
難
と
判
断
し
ま

し
た
。 

皆
様
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

以
下
、
保
健
所
パ
ン

フ
よ
り
ー 

・
犬
は
狂
犬
病
予
防
法

と
い
う
法
律
を
根
拠

に
動
け
る
が
、
法
律
の

後
ろ
盾
の
な
い
猫
に

は
、
役
所
は
手
を
出
さ

な
い
。 

・
「
何
と
か
し
て
欲
し

い
」
と
言
わ
れ
て
も
、

で
き
る
こ
と
は
「
エ
サ

や
り
禁
止
」
「
捨
て
猫

禁
止
」
「
不
妊
手
術
の

呼
び
か
け
」
な
ど
の
看

板
を
配
布
し
て
指
導

す
る
だ
け
。 

・
看
板
を
掲
示
し
て
も 

エ
サ
や
り
が
な
く
な

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
隠
れ
て
や
る
だ

け
。
エ
サ
や
り
を
取
り

締
ま
る
法
律
は
な
い

の
で
、
看
板
の
効
果
は

あ
ま
り
期
待
で
き
な

い
。 

・
猫
は
ネ
ズ
ミ
を
追
跡

す
る
任
務
を
負
っ
て

い
る
の
で
飼
い
猫
で

も
放
し
飼
い
を
法
律

で
規
制
し
て
い
な
い
。 

首
輪
を
つ
け
る
義
務

も
な
い
。 

久 重 

共 生 社 会 
久重地域３区分人口の推移 

  総数 
14歳以下 15歳～64 歳 65歳以上 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 

2006(H18).10.1 1268 137 10.8% 876 69.1% 255 20.1% 

2022.(R4).1.1 1073 101 9.4% 514 47.9% 458 42.7% 

  増   減 -195 -36   -362   203   

 

をめざして 

 久重地域の人口は 2005 年の 1285 人をピークに減少に

転じています。世帯数は 2016年の 541世帯をピークに減

少し続けています。 

 2005 年までは世帯も人口も増え，以後 2016 年までは

世帯は増えながら人口は減るという現象を経験し，2016

年からは世帯も人口も減少するという経緯となっていま

す。この傾向は今後も続くものと思われます。 

 気になるのは１家族当たりの平均人数です。現在は 2.09

人。減少スピードを考えると数年のうちには２人を割って

しまう状況にあります。 

 一方，年齢階層別の人口推移をみると 2006年から現在

までの人口減少は 195 人で，特徴的なことは生産年齢人

口が 362 人も減少し，代わりに高齢人口が 203 人も増え

ていることです。高齢化率は 42.7%となり，このままの傾

向が続けば数年のうちに生産年齢人口を高齢人口が上回

る日が到来すると思われます。 

 人口動態からは，第一に生産年齢人口の減少・高齢人口

の増加が加速度的に猛烈なスピードで進んでいること，第

二に，世帯の中から若者が減り高齢者の一人暮らしや高齢

者同士の世帯が増え，まもなく 1世帯２人以下の時代が到

来するということが読み取れます。 

 そのため，高齢者が地域の中で今まで以上に役割を持つ

こと，一人暮らしや高齢者だけの世

帯の人たちが孤立することなく，地

域の中で生き生きと暮らしていけ

る支え合いの共に生きることがで

きる社会の創造が大切になってい

ると言わざるを得ません。 

       

    久重地域の世帯数と人口の推移 

541人 

人口 

世帯数 

2005(H17) 2016(H28) 2022(R4).3月 

513人 
522人 

1285人 
1285人 

1073人 

2.46人 平均家族数 2.37人 2.09人 

人口動態から 
高齢化率 42.7%， 

平均１家族人数 2.09人 

まずつながろう！ 

 ちょっとした困りごとから深刻複雑な困窮まで，その声

が地域に届くことが，支え合いの地域づくりの原点です。 

そして，地域の中で小さくても何らかの役割を持ち，自ら

地域とかかわっていることの存在感を感じることができ

ること，そうしたつながりのある社会づくりを目指しま

す。 

 その第一歩として，地域内の町内会や公民館の掲示板

12 か所にオレンジポストを設置し，昨年４月から運営を

開始しました。 

 オレンジポストへは 13の投稿があり，すべて役員で情

報を共有し，解決に至らなかったものを含め対応しまし

た。他に，携帯ラインや電話での情報提供もありました。 

 この活動を通じて，地域の人々の声が届けられるように

なってきていることが，一番の変化だと考えています。 

 

次に，届いた声をつなげよう！ 

 届けられた声は，役員会で情報共有し，地域内で解決し

なければならないもの以外はすべて行政や専門機関など

につなぎ，投げ出すことなく解決を目指しています。 

 今年度投稿のあった案件は以下の機関へつなぎました。 

＜市長との意見交換会への意見・要望，警察署，高知県 

土木部，高知市健康増進課，廃棄物対策課，道路管理

課，高知市社会福祉協議会，地域包括支援センター＞ 

 

解決目指した伴走型の取り組み 

              届けられた声はしかるべ

き機関につなぐことが不

可欠ですが，それだけでは

不十分です。 

               つないだら終わりとい

うリレーのバトン渡しの

ような取り組みではなく， 

              投稿者，関係機関，連携協

議会がつないだ後もしっ

かりとスクラムを組み，リ

レーではなく伴走型の取

り組みをしていきたいと

考えています。 

               今年度の取り組みでは， 

              子どもたちを怯えさせた

放し飼い犬に対し，保護

者，東警察署・土佐山駐在， 

              連携協が連携して解決に

持って行けた経験がいい

教訓となりました。 

2021久重地域住民アンケート結果 

     ＊26項目のうち上位５項目 

  重要度 満足度 

第１位 防災活動 地域の広報の作成 

第２位 生活環境の整備 祭礼・イベント 

第３位 福祉活動 防災活動 

第４位 美化・環境保全 美化・環境保全 

第５位 公共交通 スポーツ活動 

 ＊「福祉活動」の満足度は第 16位 

アンケートから 
福祉活動は重要度第 3位 

 2021 年久重地域では 13 歳以上の全住民を対象にした

意識調査を行いました。 

 住民が考える地域の重要課題は１位「防災活動」（土砂

災害），2位「生活環境の整備」（飲料水など）に次いで「福

祉活動」が第３位でした。 

 一方，地域の取り組みに対する満足度は，「防災活動」

が３位に入ったものの「福祉活動」は 16位と中間以下で

した。「福祉活動」は住民が重要課題と感じながら，地域

の取り組みには低評価となっており，今後力点を置いた取

り組みが期待されているという結果になりました。 

久重型共生社会が目指すもの 
つながる！→つなげる！

→解決する！ 

<2021オレンジポスト投稿> 

回収 件数 投稿内容 

3月 1 小坂峠自販機 

3月 1 道路の補修 

4月 1 横断歩道 

6月 37 ワクチン申込 

8月 2 犬放し飼い 

10月 2 展望施設反対 

11月 1 横断歩道 

11月 1 犬、街路灯設置 

12月 2 し尿の放流 

 1月 21 大腸がん検診申込 

 2月 1 野良猫の苦情 

3月 1 し尿の放流 

＜その他＞ 

 ・ライン 1件  お困りごと 

 ・電話  3件  お困りごと 1件、

県道整備 2件 

久重何でも相談窓口設置へ 

 高知市では地域共生社会の目玉として，薬局や社会福祉

法人に市民の相談窓口として「ほおっちょけん相談窓口」

の設置を進めています。 

 久重地域には薬局も社会福祉法人もないので，高知市と

は違った方法で相談窓口の設置を進めていきたいと考え

ています。実際には拠点となる施設や常駐できる人材が現

時点ではめどが立たないので，実現までには相当の時間や

工夫がいります。 

 現在はオレンジポストで窓口機能を代替していますが， 

ポストの回収は月２回役員が巡回する体制をとっている

ため，常駐窓口のように即座の対応はできません。 

 そこで，「久重なんでも相談窓口」が設置されるまでの

間，急ぐ投稿についてはラインの活用や電話での対応も検

討していかなければならないと考えています。 

ボランティア集団が必要 

 一人暮らしのお年寄りや高齢者夫婦だけの世帯では，ち

ょっとした作業にも他人に頼らなければならないことが

あります。 

 家の斜面の草刈り，蛍光灯の取替，灯油を補填したいの

にポリタンクのふたを開ける力がない，などの声を実際に

聞きました。 

 こうしたことなど投稿の内容によっては，どこかへつな

ぐというのではなく地域で解決しなければならないケー

スが多々あります。 

 現在，こうしたケースに対応できる体制は久重地域には 

ありません。先日高新記事で春野町の団地では，お助け隊 

という有償のボランティア集団が活動していることが掲

載されていました。 

 支え合いの久重地域づくりを進めていくうえで，有償無

償のボランティア集団を創っていくことは不可欠のこと

だと考えています。 

（２） （３） 
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